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平成 18年 9月 5日 

各   位 

住 所 石 川 県 白 山 市 福 留 町 3 7 0 番 地
会 社 名 株式会社ウイル・コーポレーション

代 表 者 の
役 職 氏 名

代表取締役社長 若 林 和 芳

 （コード番号：7831 東証第二部）

問い合わせ先
代表取締役副社長
管 理 本 部 長 石 原 義 光

電 話 番 号 0 3－ 3 5 4 4－ 6 2 3 8  
 

平成18年10月期業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年 6月12日に公表した平成18年10月期通期業績予想を下記のとおり

修正いたします。 

記 

１． 平成18年10月期連結業績予想の修正（平成17年11月 1日～平成18年10月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 (A) 26,300 150 530 

今回修正予想 (B) 24,080 △840 0 

増 減 額 (B-A) △2,220 △990 △530 

増 減 率 (%) △8.4 － － 

前 期 実 績 27,749 858 528 
 

２． 平成18年10月期個別業績予想の修正（平成17年11月 1日～平成18年10月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 (A) 26,300 260 650 

今回修正予想 (B) 24,080 △750 100 

増 減 額 (B-A) △2,220 △1,010 △550 

増 減 率 (%) △8.4 － △84.6 

前 期 実 績 27,749 683 435 
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３． 業績予想修正の理由 

通期の売上高は、情報・印刷事業においては、フリーペーパー、「目隠し製品」等の個人情報保

護対応製品等高付加価値製品の売上は堅調に推移していますが、チラシにつきましては、既存案件

の減少を新規案件でカバーできず大幅な減少となる見込であり、前回予想を下回る見込みでありま

す。また、ダイレクト・マーケティング事業においても、従来の折込チラシ中心の活動からラジオ

放送・新聞雑誌・ウェブサイト等による広告宣伝の多角化による需要の喚起に努め、既存主力商品

の落ち込みを新商品の積極的な投入による売上拡大に取り組んでまいりましたが、商品開発の遅れ

等の影響により、カバーするに至らず、前回予想を下回る見込みであります。 

利益面では、情報・印刷事業においては、売上高減少等による売上原価率の悪化等、また、ダイ

レクト・マーケティング事業においても、売上高の減少が主因となり、経常利益は前回予想の水準

を大幅に下回る見込みであります。 

この結果、連結ならびに個別業績の売上高、経常利益、当期純利益とも前回発表予想を下回る見

込みであります。 

（注：個別業績予想には、連結子会社からの配当金 1.2億円が含まれております。） 

なお、配当につきましては、前回業績予想の発表どおり、年間配当金４円50銭を予定しておりま

す。 

【業績予想に関する留意事項】 

業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、

今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以  上 

 

 


